
 

 

『フィルターバブル』  

  

子どもの頃、親にゲームを買ってもらおうとして「学校のみんなが持っているん

だから」と言うと、「みんなって誰と誰？」と訊かれて、全員が持っているわけでは

なく、むしろ、持っていない人のほうが多いのでは？と指摘されてしまうことがあ

りました。カウンセリングや、職場の研修などで、いろいろな方のお話しをうかが

っていると、今の子どもたちもやはり「みんなが～」というのを使うようです。た

だ、ちょっとややこしいことになっていると私は感じます。それは、 SNS が普及して

いるということです。  

 

 X(旧 Twitter)などを利用していると、自分の検索履歴や、フォローした相手など

記録され、自動的に反映されるので、同じ趣味や似ている価値観の人たち同志が結

びつけられるようにできています。他にも、 Amazon でものを買うと、それに関連し

た商品が自動的に広告表示されますし、 YouTube で動画を観ていると、似たようなジ

ャンルがおすすめされて、使えば使うほど、同じ意見、自分の好みのもの、似たセ

ンスにばかり触れるようになります。  

 

 スマホやパソコンでインターネットを頻繁利用している人にとって、画面上で見

える『みんな』には、かつての「学校のみんな」のような多様さはなく、本当にみ

んなで同じ状況や考えを共有していることがあり得るのです。  

ある人にとって、「会社をずる休みした日の職場のみんなへの罪悪感」を薄めてくれ

るのは、同じように会社を休んでいるどこかにいる『みんな』と、ネット上で交流

をすることだと言います。  

 

 ある高校生は、スマホの画面を見せながら「ほら、みんな言ってるじゃん！」と

親に意見をしています。同意見の人たちが集まって自分たちだけの常識を作り、そ

の外側に居る人たちの意見を『非常識』だと批判するのは、 SNS に始まったことでは

ありませんが、子どものうちから一方向の意見ばかりをきき、その他の意見がある

ことを考えない環境を私は危ないと感じます。  

 私たちが暮らす社会は、民主主義を採用していて、真逆の意見を持った人たちで

も、お互いの考え、理由を話し合い、落としどころを探すことを軸にしてきたはず

です。そんな社会でも、ことさら多様性という言葉を頻繁に耳にするようになった

のは、多様な人たちが各自の特性を活かし合えていることよりも、それぞれがバラ

バラに小集団を作ることで、社会が細かく分断されてしまうことが生じてきている

からではないでしょうか。  

 

 自分と同意見の人とばかりかかわること、自分の感覚や価値観が肯定される環境

にだけ身を置くことで、ますます自分たちの考えだけが正しいと錯覚し、増幅して

しまう現象をエコーチェンバー現象といいます。閉ざされた小さな空間で、ひとつ

の音が反響、増幅してしまうことと似ています。  

 



 

 

 コロナ禍は、人と人が直接対面するかかわりを減らしました。代わりにオンライ

ンによるつながりの可能性を広げました。カウンセリングも日本全国の人と気軽に

オンライン上で対面するようになりました。国外の人ともカウンセリングをするよ

うにもなりました。カウンセリングも多様化しています。方法は技術の進歩で増え

て行きますが、人間が『孤独に弱い』ということや、『負荷のかからない成長はな

い』ことは変わりはないようです。  

便利になることの反動は、ますます『孤独への耐性』を弱くして、減った『負荷』

の分だけ成長や発達はゆるやかになっています。  

 

 私の仕事は、その人の『こころ』が、【あるがままに生きられるように見届けるこ

と】だと考えているのですが、あるがままに『生きられる』ことが、あるがままに

『死ねる』ということと一体であるように、「見たくない」「聴きたくない」「触れた

くない」などの、あらゆる『負荷』から逃げてしまえる社会にいる人たちに、あえ

て『負荷』をかけてゆくことのほうに比重が傾きつつあるように感じています。  

 

 インターネットの検索サイトは、プログラミングによって、ユーザーが見たくな

い情報が遮断されるようにフィルター機能がつけられています。検索しているうち

に『泡』の中に隔離されるようにして、自分が見たい情報だけが表示されるように

なります。これを『フィルターバブル』といいます。そんな環境での『エコーチェ

ンバー』が私たちをどのように守ってくれ、どのように変えてしまうのはかわかり

ません。  

 私は仕事がら、様々な人のお話しをお聴きします。そして、その人たちどうし

は、真逆の感覚や価値観をそれぞれお持ちです。上下左右、バラバラに振り切った

人たちのそれぞれのお話しをお聴きしながら、わからないことをネット検索してい

るので、私という人間の検索データはＡＩには分類しづらく、わけがわからないか

も知れません。  

 

 最近、カウンセリング中に怒られることがあります。それは、その人の中ですで

に出来上がっている価値観と反対の価値観を私が提案するからです。視野を拡げる

という意味で、その人にはない、別の視点をお伝えすることは以前からして来まし

た。今は、「なるほど！そういう見方もあったか！」という、かつての『新たな気づ

きへの促し』にはなりづらく、自分になかった考えは、容易には受け入れられない

方が増えました。それでも、怒られながら、笑われながら、その人の生きる『ここ

ろ』の反対側にあるものにそっと触れながらいると、「あの時の話しだけど、もしか

してこういうこと？」と言われたりもして、人間の難しさ、面白さを思い知らされ

ます。  
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